
Title 藤澤綾乃君博士学位請求論文審査報告
Sub Title
Author

Publisher 三田史学会
Publication year 2022

Jtitle 史学 (The historical science). Vol.91, No.3 (2022. 10) ,p.61 (235)- 69 (243) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 彙報
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00100104-20221000-

0061

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


彙
　
報

）

六
一　
（
二
三
五

る
。

論
文
審
査
担
当
者

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
・
文
学
研
究
科
委
員

　
　
　

‌

杉
本　

智
俊

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
・
文
学
研
究
科
委
員

　
　
　

‌

安
藤　

広
道

副
査　

金
沢
大
学
人
文
学
類
教
授
・
資
料
館
館
長‌

足
立　

拓
朗

藤
澤
綾
乃
君
博
士
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

論
文
題
目

「
教
会
堂
及
び
修
道
院
建
築
の
変
遷
か
ら
見
た

　　

初
期
ビ
ザ
ン
ツ
期
ユ
ダ
ヤ
・
サ
マ
リ
ア
地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
化
」

論
文
の
概
要

　

藤
澤
綾
乃
君
の
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、
初
期
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
パ
レ
ス

チ
ナ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
化
の
経
緯
と
そ
の
在
り
方
を
教
会
堂
及
び
修

道
院
の
建
設
状
況
の
変
遷
か
ら
探
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
と

り
わ
け
エ
ル
サ
レ
ム
を
含
む
ユ
ダ
ヤ
・
サ
マ
リ
ア
地
方
に
焦
点
を
あ
て
て

い
る
。
従
来
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
化
に
つ
い
て
は
、
四
世

紀
前
半
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
公
認
と
と
も
に

教
会
堂
建
設
が
盛
ん
に
な
り
、
巡
礼
者
の
往
来
も
活
発
に
な
っ
た
と
す
る

説
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
キ
リ
ス
ト
教
が
広
く
受
け
入

れ
ら
れ
た
の
は
早
く
と
も
五
世
紀
後
半
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
都
市

部
に
限
定
さ
れ
た
宗
教
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
が
一
部
の
研
究
者
た
ち
か

ら
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
近
年
の
考
古
学
的
調

査
の
成
果
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
、
ユ
ダ
ヤ
・
サ
マ
リ
ア
地
方
は
ネ
ゲ
ブ

地
方
や
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
と
比
べ
て
キ
リ
ス
ト
教
化
が
遅
か
っ
た
と
主
張
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
見
解
の
違
い
が
生
じ
る
大
き
な
理
由
は
、
考
古
学
的
調
査
に

よ
る
各
遺
構
の
年
代
決
定
が
曖
昧
な
こ
と
で
あ
る
。
古
い
報
告
書
の
多
く



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
三
号

）

六
二　
（
二
三
六

は
教
会
堂
や
修
道
院
遺
構
を
幅
広
く
「
ビ
ザ
ン
ツ
期
」
と
だ
け
年
代
づ
け

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
実
際
に
は
四
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
ま
た
が
る
当
該

地
域
の
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
ど
の
時
点
で
建
造
さ
れ
た
の
か
は
あ
き
ら
か
で
な

い
。
ま
た
、
よ
り
詳
細
に
年
代
づ
け
ら
れ
る
場
合
で
も
、
従
来
の
研
究
で

は
創
建
年
代
、
利
用
年
代
、
廃
絶
年
代
を
区
別
し
て
年
代
決
定
を
し
て
い

な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。
教
会
堂
は
一
般
に
数
百
年
に
わ
た
っ
て
使
用

さ
れ
る
建
築
で
あ
り
、
仮
に
七
世
紀
の
建
物
と
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
教
会

堂
の
創
建
年
代
が
七
世
紀
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
あ
く
ま
で
廃
絶

年
代
や
利
用
さ
れ
た
一
時
点
の
年
代
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
可
能
性

も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
は
、
当
該
地
方
の
教
会
堂
及
び
修
道

院
遺
構
を
集
成
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
創
建
年
代
を
す
べ
て
一
定
の
基
準

で
再
検
証
し
、
時
期
ご
と
の
教
会
堂
建
設
の
傾
向
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
れ
に
基
づ
き
初
期
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
化
を
再
評
価
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

論
文
の
構
成

第
Ⅰ
部

　

序
論

　

第
１
章　

歴
史
的
背
景

　
　

１
節　

ロ
ー
マ
帝
国
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

　
　

２
節　

パ
レ
ス
チ
ナ
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教

　
　

３
節　

キ
リ
ス
ト
教
公
認
後
の
パ
レ
ス
チ
ナ

　

第
２
章　

先
行
研
究
と
本
研
究
の
課
題

　
　

１
節　

パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
考
古
学
の
変
遷

　
　
　

１
項　

踏
査

　
　
　

２
項　

踏
査
・
発
掘
調
査
と
集
成

　
　
　

３
項　

一
般
的
な
解
釈

　
　
　

４
項　

従
来
説
に
対
す
る
批
判
的
解
釈

　
　
　

５
項　

小
括

　
　

２
節　

遺
構
の
年
代
決
定
に
つ
い
て

　
　
　

１
項　

文
献
学
に
基
づ
く
年
代
決
定

　
　
　

２
項　

銘
文
学
に
基
づ
く
年
代
決
定

　
　
　

３
項　

図
像
学
に
基
づ
く
年
代
決
定

　
　
　

４
項　

出
土
遺
物
に
基
づ
く
年
代
決
定

　
　
　

５
項　

建
築
構
造
に
基
づ
く
年
代
決
定

　
　

３
節　

先
行
研
究
の
問
題
点
と
本
研
究
の
課
題

第
Ⅱ
部

　

第
３
章　

発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
教
会
堂
遺
構

　
　

１
節　

教
会
堂
建
築
に
つ
い
て
の
概
要

　
　
　

１
項　

バ
シ
リ
カ
式
教
会
堂

　
　
　

２
項　

単
廊
式
教
会
堂

　
　
　

３
項　

集
中
式
教
会
堂

　
　

２
節　

年
代
決
定
に
関
す
る
基
準
の
設
定

　
　

３
節　

‌‌

分
類
Ａ
：
創
建
な
い
し
再
建
・
改
修
年
代
を
推
定
で
き
る

遺
構

　
　
　

１
項　

バ
シ
リ
カ
式
教
会
堂

　
　
　
　

１　

分
類
Ａ
１

　
　
　
　

２　

分
類
Ａ
２
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）

六
三　
（
二
三
七

　
　
　
　

３　

分
類
Ａ
３

　
　
　

２
項　

単
廊
式
教
会
堂

　
　
　

３
項　

集
中
式
教
会
堂

　
　
　

４
項　

型
式
不
明

　
　

４
節　

‌‌
分
類
Ｂ
：
創
建
な
い
し
再
建
・
改
修
年
代
が
明
確
で
は
な

い
遺
構

　
　
　

１
項　

バ
シ
リ
カ
式
教
会
堂

　
　
　

２
項　

単
廊
式
教
会
堂

　
　
　

３
項　

集
中
式
教
会
堂

　
　
　

４
項　

型
式
不
明

　
　

５
節　

考
察

　

第
4
章　

教
会
堂
建
築
に
お
け
る
平
面
規
模
の
時
期
変
遷

　
　

１
節　

バ
シ
リ
カ
式
教
会
堂
に
お
け
る
平
面
規
模
の
変
遷

　
　
　

１
項　

四
世
紀
に
創
建
が
確
認
さ
れ
た
バ
シ
リ
カ
式
教
会
堂

　
　
　

２
項　

‌‌

五
世
紀
に
創
建
な
い
し
再
建
・
改
修
が
確
認
さ
れ
た
バ

シ
リ
カ
式
教
会
堂

　
　
　

３
項　

‌‌

六
世
紀
に
創
建
な
い
し
再
建
・
改
修
が
確
認
さ
れ
た
バ

シ
リ
カ
式
教
会
堂

　
　
　

４
項　

‌‌

七
世
紀
以
降
に
創
建
な
い
し
改
修
が
確
認
さ
れ
た
バ
シ

リ
カ
式
教
会
堂

　
　

２
節　

単
廊
式
に
お
け
る
平
面
規
模
の
変
遷

　
　

３
節　

集
中
式
教
会
堂
に
お
け
る
平
面
規
模
の
変
遷

　
　

４
節　

考
察

　

第
５
章　

教
会
堂
建
築
に
お
け
る
内
部
構
造
の
時
期
変
遷

　
　

１
節　

‌‌

バ
シ
リ
カ
式
教
会
堂
に
お
け
る
ア
プ
ス
及
び
内
陣
の
建
築

構
造
の
変
遷

　
　
　

１
項　

ア
プ
ス
の
数

　
　
　

２
項　

ア
プ
ス
両
側
の
構
造

　
　
　

３
項　

内
陣
の
構
造

　
　
　

４
項　

分
析
結
果
の
小
括

　
　

２
節　

集
中
式
に
お
け
る
ア
プ
ス
及
び
内
陣
の
建
築
構
造
の
変
遷

　
　
　

１
項　

ア
プ
ス
の
数

　
　
　

２
項　

ア
プ
ス
両
側
の
構
造

　
　
　

３
項　

内
陣
の
構
造

　
　
　

４
項　

分
析
結
果
の
小
括

　
　

３
節　

バ
シ
リ
カ
式
に
お
け
る
副
次
的
な
建
築
構
造
の
変
遷

　
　
　

１
項　

ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
及
び
ア
ト
リ
ウ
ム

　
　
　

２
項　

小
礼
拝
堂
の
付
設

　
　

４
節　

集
中
式
に
お
け
る
副
次
的
な
建
築
構
造
の
変
遷

　
　
　

１
項　

ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
及
び
ア
ト
リ
ウ
ム

　
　

５
節　

考
察

第
Ⅲ
部

　

第
６
章　

発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
修
道
院
遺
構

　
　

１
節　

修
道
院
建
築
に
つ
い
て
の
概
要

　
　
　

１
項　

共
住
式
修
道
院
（
コ
エ
ノ
ビ
ウ
ム
）

　
　
　

２
項　

独
住
式
修
道
院
（
ラ
ウ
ラ
）

　
　

２
節　

年
代
決
定
に
関
す
る
基
準
の
設
定

　
　

３
節　

‌‌
分
類
Ａ
：
創
建
な
い
し
再
建
・
改
修
年
代
を
推
定
で
き
る



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
三
号

）

六
四　
（
二
三
八

遺
構

　
　

４
節　

‌‌

分
類
Ｂ
：
創
建
な
い
し
再
建
・
改
修
年
代
が
明
確
で
は
な

い
遺
構

　
　

５
節　

考
察

　

第
７
章　

修
道
院
建
築
に
お
け
る
平
面
規
模
の
時
期
変
遷

　
　

１
節　

型
式
と
平
面
規
模
の
変
遷

　
　
　

１
項　

五
世
紀
に
創
建
な
い
し
改
修
が
確
認
さ
れ
た
修
道
院

　
　
　

２
項　

六
世
紀
に
創
建
な
い
し
改
修
が
確
認
さ
れ
た
修
道
院

　
　
　

３
項　

七
世
紀
以
降
に
再
建
が
確
認
さ
れ
た
修
道
院

　
　

２
節　

考
察

第
Ⅳ
部

　

第
８
章　

教
会
堂
及
び
修
道
院
建
築
の
分
布
に
関
す
る
時
期
変
遷

　
　

１
節　

各
時
期
に
お
け
る
遺
構
の
広
が
り
方
に
つ
い
て

　
　
　

１
項　

四
世
紀
に
年
代
づ
け
ら
れ
る
遺
構

　
　
　

２
項　

五
世
紀
に
年
代
づ
け
ら
れ
る
遺
構

　
　
　

３
項　

六
世
紀
に
年
代
づ
け
ら
れ
る
遺
構

　
　
　

４
項　

七
世
紀
以
降
に
年
代
づ
け
ら
れ
る
遺
構

　
　

２
節　

小
括

　
　
　

１
項　

都
市
・
幹
線
道
路
（
巡
礼
路
）
と
の
関
わ
り

　
　
　

２
項　

聖
書
言
及
と
の
関
わ
り

　
　
　

３
項　

地
理
的
環
境
と
の
関
わ
り

　

第
９
章　

総
合
的
考
察
及
び
結
論

　

謝
辞

　

参
照
文
献

　

ま
た
、
こ
の
他
に
別
冊
と
し
て
一
二
五
基
の
教
会
堂
遺
構
と
六
八
基
の

修
道
院
遺
構
の
基
礎
資
料
と
図
版
が
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
添
付
さ
れ
て
い
る
。

各
章
の
要
約

　

序
章
で
は
、
上
述
の
研
究
目
的
と
問
題
の
所
在
に
加
え
、
対
象
地
域
や

用
語
の
説
明
な
ど
の
前
提
条
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
対
象
地
域
を

ユ
ダ
ヤ
・
サ
マ
リ
ア
地
方
と
す
る
理
由
と
し
て
（
１
）聖
書
の
言
及
と
密

接
に
関
わ
り
が
あ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
、（
２
）村
落
遺
跡
が
多
く
、
キ
リ

ス
ト
教
が
土
着
の
宗
教
と
し
て
ど
の
程
度
根
づ
い
て
い
た
の
か
を
検
討
す

る
際
に
適
し
た
地
域
で
あ
る
こ
と
、（
３
）地
形
の
起
伏
が
多
く
、
低
地
と

高
地
の
双
方
に
建
て
ら
れ
た
遺
構
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
こ
と
、（
４
）当
該
地
方
の
大
半
は
現
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
に
位
置
し
、

キ
リ
ス
ト
教
化
に
関
す
る
議
論
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
こ

と
の
四
つ
を
提
示
し
て
い
る
。

　

第
１
章
で
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
在
り
方
と
パ
レ

ス
チ
ナ
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
概
観
し
て
い

る
。
本
章
は
、
主
と
し
て
既
存
の
研
究
の
成
果
に
基
づ
い
て
前
提
と
な
る

情
報
を
整
理
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
２
章
で
は
、
先
行
研
究
を
概
観
し
た
上
で
本
研
究
の
課
題
を
提
示
し

て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
関
す
る
学

説
は
二
極
化
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
遺
構
の
年
代
決
定
が
曖
昧
な
ま
ま
進

め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
問
題
の
根
底
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

従
来
の
研
究
で
は
遺
構
の
年
代
決
定
法
の
軽
重
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
も
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
章



彙
　
報

）

六
五　
（
二
三
九

で
は
各
遺
構
の
年
代
決
定
に
用
い
う
る
指
標
と
し
て
文
献
史
料
と
の
関
連

性
、
銘
文
資
料
の
ス
タ
イ
ル
、
ア
プ
ス
な
ど
建
築
構
造
の
時
期
的
変
遷
、

モ
ザ
イ
ク
床
な
ど
の
美
術
様
式
、
ラ
ン
プ
や
コ
イ
ン
な
ど
の
出
土
遺
物
を

取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
、
ど
の
よ
う
な
課
題
を
は

ら
ん
で
い
る
の
か
を
示
し
て
い
る
。

　

第
３
章
で
は
、
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
教
会
堂
遺
構
一
二
五
基
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
概
要
と
先
行
研
究
に
よ
る
年
代
決
定
を
踏
ま
え

つ
つ
、
２
章
で
示
さ
れ
た
五
つ
の
指
標
か
ら
創
建
年
代
の
再
検
証
を
行
な

っ
て
い
る
。
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
遺
構
に
つ
い
て
は
、
創
建
な
い
し

再
建
・
改
修
年
代
を
あ
き
ら
か
に
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
Ａ
及
び
Ｂ
の

大
分
類
を
設
定
し
、
そ
の
判
断
基
準
と
さ
れ
る
指
標
毎
に
１
か
ら
３
の
小

分
類
、
す
な
わ
ち
、
１
文
献
史
料
と
考
古
資
料
に
よ
っ
て
年
代
を
推
定
で

き
る
遺
構
、
２
銘
文
資
料
と
考
古
資
料
に
よ
っ
て
年
代
を
推
定
で
き
る
遺

構
、
３
考
古
資
料
の
み
に
よ
っ
て
年
代
を
推
定
で
き
る
遺
構
の
三
つ
の
分

類
基
準
を
設
け
て
い
る
。
本
章
こ
そ
が
本
論
の
中
核
に
あ
た
る
部
分
で
あ

り
、
遺
構
ご
と
に
推
定
し
う
る
創
建
年
代
の
幅
を
提
示
し
、
そ
こ
か
ら
時

期
毎
に
創
建
さ
れ
た
教
会
堂
の
数
と
性
格
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
４
章
で
は
、
さ
ら
に
教
会
堂
を
型
式
毎
に
分
類
し
、
平
面
規
模
の
時

期
的
変
遷
を
確
認
し
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
・
サ
マ
リ
ア
地
方
に
お
け
る
ビ
ザ

ン
ツ
期
教
会
堂
の
建
築
型
式
は
、
四
世
紀
か
ら
七
世
紀
の
間
一
貫
し
て
三

廊
式
バ
シ
リ
カ
が
主
流
で
あ
り
、
特
に
五
世
紀
以
降
の
教
会
堂
は
八
割
程

度
が
そ
う
で
あ
る
と
い
う
高
い
割
合
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
廊
式

バ
シ
リ
カ
は
徐
々
に
小
規
模
化
し
て
い
く
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一

部
規
模
が
拡
大
し
た
事
例
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
元
々
存
在
し
た
教
会
堂

に
新
た
な
構
造
を
追
加
す
る
改
修
作
業
に
よ
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
ユ
ダ
ヤ
・
サ
マ
リ
ア
地
方
の
六
世
紀
に
は
再
建
あ
る
い
は
改

修
さ
れ
た
教
会
堂
が
最
も
多
く
、
新
た
に
創
建
さ
れ
た
教
会
堂
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
５
章
で
は
、
教
会
堂
建
築
に
お
け
る
内
部
構
造
の
時
期
的
変
遷
を
確

認
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
教
会
堂
東
側
の
ア
プ
ス
と
そ
の
周
辺
の
構
造

は
遺
構
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
プ
ス
の
数
、
ア
プ
ス
両

側
の
構
造
、
内
陣
の
構
造
に
つ
い
て
型
式
・
年
代
毎
に
分
析
し
て
い
る
。

ま
た
、
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
や
ア
ト
リ
ウ
ム
、
小
礼
拝
堂
な
ど
の
副
次
的
な
建

築
構
造
の
変
遷
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

　

第
６
章
で
は
、
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
修
道
院
遺
構
六
八
基
を
対
象

と
し
、
年
代
決
定
の
根
拠
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
い
る
。
方
法
は
第
3
章

と
同
様
で
あ
る
。
一
般
に
古
代
地
中
海
地
域
の
修
道
院
建
築
に
は
、
共
住

式
修
道
院
（
コ
エ
ノ
ビ
ウ
ム
）
と
独
住
式
修
道
院
（
ラ
ウ
ラ
）
の
二
つ
の

型
式
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
論
で
確
認
さ
れ
た
建
築
型
式
は
、
い

ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も
全
て
共
住
式
修
道
院
で
あ
っ
た
。

　

第
７
章
で
は
、
修
道
院
の
平
面
規
模
の
時
期
的
変
遷
を
確
認
し
て
い
る
。

教
会
堂
が
四
世
紀
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
共
住
式
修
道
院
が

確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
五
世
紀
以
降
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
修
道
士
の
集
団
生
活
は
五
世
紀
以
降
に
発
展
し
た
と
さ

れ
、
六
世
紀
に
も
確
実
に
増
加
し
、
七
世
紀
に
は
す
で
に
出
現
が
落
ち
着

い
て
い
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　

第
８
章
で
は
、
以
上
の
デ
ー
タ
を
総
合
し
て
、
教
会
堂
及
び
修
道
院
建

設
の
空
間
的
な
広
が
り
を
時
期
ご
と
に
分
析
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
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（
１
）都
市
・
幹
線
道
路
（
巡
礼
路
）
と
の
関
わ
り
、（
２
）聖
書
言
及
と
の

関
わ
り
、（
３
）地
理
的
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

（
１
）に
つ
い
て
は
、
都
市
や
幹
線
道
路
沿
い
以
外
に
も
六
世
紀
以
前
か
ら

教
会
堂
及
び
修
道
院
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
２
）に
つ
い
て
は
、
聖
書
の
伝
承
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
教
会
堂
及
び
修
道

院
は
ビ
ザ
ン
ツ
期
全
体
を
見
渡
し
て
み
る
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
と
を

あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。（
３
）に
つ
い
て
は
、
教
会
堂
は
ユ
ダ
ヤ
・
サ
マ

リ
ア
地
方
の
中
で
も
比
較
的
標
高
が
高
い
山
地
や
都
市
近
郊
に
多
く
分
布

し
て
い
た
が
、
修
道
院
は
ユ
ダ
の
荒
野
と
呼
ば
れ
る
砂
漠
地
域
に
も
点
在

し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
修
道
院
の
存
在
は
、
ユ
ダ

ヤ
・
サ
マ
リ
ア
地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
化
が
都
市
部
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
の
考
古
学
的
調

査
で
は
初
期
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
住
居
趾
に
つ
い
て
十
分
な
調
査
が
行
わ
れ
て

い
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
教
会
堂
や
修
道
院
遺
構
が
確
認
さ
れ
る
こ

と
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
サ
マ
リ
ア
地
方
全
域
で
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
広
が
っ
て

い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

第
9
章
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
ま
と
め
、
総
合
的
な
考
察
及
び
結
論

を
提
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
建
築
規
模
と
立
地
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
に

創
建
さ
れ
る
事
例
は
国
家
事
業
な
ど
わ
ず
か
な
も
の
に
限
定
さ
れ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
時
期
を
経
る
毎
に
教
会
堂
は
改
修
に
留
ま
る

傾
向
が
あ
り
、
新
た
に
創
建
さ
れ
る
場
合
は
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
傾
向

を
確
認
し
て
い
る
。
教
会
堂
の
建
築
型
式
に
つ
い
て
は
、
１
ア
プ
ス
型
式

が
四
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
一
定
数
存
在
し
た
の
に
対
し
、
３
ア
プ

ス
型
式
は
六
世
紀
（
早
く
と
も
五
世
紀
後
半
）
ま
で
出
現
を
待
た
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
時
空
間
的
な
分
布
に
つ
い
て
は
、
キ
リ

ス
ト
教
公
認
直
後
は
主
に
大
型
の
教
会
堂
が
主
要
都
市
や
幹
線
道
路
沿
い

に
建
設
さ
れ
た
が
、
都
市
郊
外
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
建
設
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
五
世
紀
に
は
、
さ
ら
に
中
小
規
模
の
教
会
堂
が

数
多
く
建
造
さ
れ
、
修
道
院
の
出
現
も
考
古
学
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
六
世
紀
に
入
る
と
、
教
会
堂
、
修
道
院
の
ど
ち
ら
も
が
都
市
や

幹
線
道
路
と
関
係
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
・
サ
マ
リ
ア
地
方
全
土
に
建
て
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
分
析
か
ら
本
論
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
サ
マ
リ
ア
地
方
に
お
い
て
キ
リ

ス
ト
教
信
仰
は
都
市
部
に
限
定
さ
れ
た
宗
教
で
は
な
く
、
小
さ
な
町
や
村

落
で
も
あ
る
程
度
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、

五
世
紀
に
入
る
頃
に
は
概
ね
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
広
く
浸
透
し
て
お
り
、

教
会
堂
建
設
が
す
で
に
難
し
く
な
い
社
会
状
況
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
共
住
式
修
道
院
も
各
地
に
定
着
し
た
。
六
世
紀
に
な
る
と
教

会
堂
の
数
は
ピ
ー
ク
に
達
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
新
設
よ
り
も
改
修
に
留
め

ら
れ
た
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
建
設
に
対
す
る
熱
意
は
す
で
に
落
ち
着

い
て
い
た
と
評
価
し
て
い
る
。

審
査
要
旨

　

藤
澤
綾
乃
君
の
博
士
号
請
求
論
文
は
、
初
期
ビ
ザ
ン
ツ
期
に
お
け
る
パ

レ
ス
チ
ナ
の
キ
リ
ス
ト
教
化
を
教
会
堂
及
び
修
道
院
建
設
の
広
が
り
か
ら

と
ら
え
る
と
い
う
非
常
に
視
野
の
広
い
研
究
で
あ
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
キ

リ
ス
ト
教
化
は
四
世
紀
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
よ
り
後

代
に
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う
点
が
近
年
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
藤
澤
君
は
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入
手
可
能
な
す
べ
て
の
資
料
を
提
示
し
、
そ
の
建
設
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
学
説
に
対
し
て
説
得
力
の
あ
る
評
価
を
下
し
て
い

る
。
そ
の
学
術
的
意
義
は
、
大
き
く
以
下
の
五
つ
の
点
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

第
一
の
点
は
、
異
な
る
学
説
が
議
論
さ
れ
る
背
景
に
あ
る
問
題
を
的
確

に
指
摘
し
、
そ
の
解
決
に
至
る
方
法
論
を
提
示
・
遂
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
根
拠
と
な
る
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
構
の
年
代
決
定
が
曖
昧
で

あ
り
、
一
部
の
遺
構
の
年
代
を
全
体
化
し
て
議
論
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

を
示
し
、
す
べ
て
の
遺
構
の
創
建
年
代
を
再
検
証
し
た
こ
と
で
あ
る
。
藤

澤
君
は
こ
の
目
的
の
た
め
に
一
二
五
基
の
教
会
堂
遺
構
、
六
八
基
の
修
道

院
遺
構
を
集
成
し
、
文
献
史
料
と
の
関
連
性
、
銘
文
資
料
、
建
築
構
造
の

変
遷
、
モ
ザ
イ
ク
床
な
ど
美
術
様
式
の
変
遷
、
土
器
、
コ
イ
ン
な
ど
の
遺

物
と
い
っ
た
五
つ
の
年
代
決
定
の
指
標
を
一
定
の
基
準
で
評
価
し
直
し
、

各
遺
構
の
創
建
年
代
を
可
能
な
限
り
正
確
に
与
え
る
と
い
う
作
業
を
行
っ

た
。
こ
れ
ま
で
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
教
会
堂
遺
構
は
、
し
ば
し
ば
非
常
に
幅
広

く
「
ビ
ザ
ン
ツ
期
」
と
年
代
づ
け
ら
れ
た
り
、
創
建
年
代
と
利
用
年
代
、

廃
絶
年
代
を
区
別
し
な
い
ま
ま
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ

で
は
四
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
い
た
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
ど
の

時
点
で
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
構
が
建
造
さ
れ
た
の
が
確
認
で
き
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。
本
論
に
は
別
冊
と
し
て
こ
れ
ら
す
べ
て
の
遺
構
の
情
報
が

カ
タ
ロ
グ
と
し
て
添
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
膨
大
な
作
業
の
結
果
で

あ
り
、
こ
の
デ
ー
タ
そ
の
も
の
が
大
き
な
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
の
点
は
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
四
、
五
、
六
、

七
世
紀
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
堂
及
び
修
道
院
建
設
の
傾
向
を
具
体
的
に
示
し

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
四
世
紀
の
時
点
で
は
大
型
の
教
会
堂

が
聖
書
と
関
わ
り
の
あ
る
都
市
に
造
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
同
時
に
中

小
規
模
の
教
会
堂
の
建
設
も
す
で
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

五
世
紀
に
は
新
た
に
建
造
さ
れ
る
教
会
堂
の
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
共
住

式
修
道
院
の
建
設
も
始
ま
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
六
世
紀
に
な
る

と
、
教
会
堂
の
数
は
最
大
と
な
る
が
、
そ
の
多
く
は
す
で
に
存
在
し
て
い

た
も
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
改
築
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
新
築
さ
れ
る
場
合
は
中
小
規
模
の
も
の
が
多
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
七
世
紀
に
新
た
に
造
ら
れ
た
教
会
堂
や
修
道
院
遺
構
は
非
常
に

少
な
い
。

　

第
三
の
意
義
は
、
こ
の
よ
う
に
再
検
証
さ
れ
た
証
拠
か
ら
、
パ
レ
ス
チ

ナ
の
キ
リ
ス
ト
教
化
は
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
始
ま
っ
て

い
た
こ
と
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
結
果
的
に
伝
統
的
な
見
解
を

支
持
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
単
に
過
去
の
説
の
焼
き
直
し
で
は
な
く
、
よ

り
信
頼
性
の
高
い
証
拠
に
基
づ
く
議
論
を
提
示
し
た
こ
と
と
な
る
。
一
方
、

藤
澤
君
自
身
は
そ
の
用
語
を
用
い
て
い
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
教
は
む
し
ろ

ビ
ザ
ン
ツ
期
の
末
か
ら
イ
ス
ラ
ム
期
に
発
展
し
た
と
い
う
「
歴
史
修
正
主

義
的
」
見
解
は
証
拠
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
し
た
意
義
も
大

き
い
。

　

第
四
に
、
本
論
で
は
年
代
決
定
の
根
拠
を
確
認
す
る
中
で
、
ビ
ザ
ン
ツ

期
の
教
会
堂
建
築
の
構
造
上
の
変
遷
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
指
摘
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
の
教
会
堂
遺
構
研
究
に
お
け
る
指
針
と
な
り
え
る
。
具

体
的
に
は
、
初
期
の
バ
シ
リ
カ
建
築
は
基
本
的
に
１
ア
プ
ス
型
式
で
あ
り

３
ア
プ
ス
型
式
は
六
世
紀
以
降
に
登
場
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
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こ
と
は
こ
れ
ま
で
ネ
ゲ
ブ
地
域
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
本
論
は
そ

の
こ
と
を
ユ
ダ
ヤ
・
サ
マ
リ
ア
地
域
で
も
追
認
し
、
そ
こ
で
は
１
ア
プ
ス

型
式
の
伝
統
が
よ
り
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
様
に
、
副
次
的

礼
拝
堂
の
設
置
に
つ
い
て
も
そ
の
始
ま
り
が
遅
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
モ
ザ
イ
ク
床
の
装
飾
は
、
初
期
ビ
ザ
ン
ツ
期
で
は
主
と
し
て
単

純
な
幾
何
学
模
様
な
の
に
対
し
て
後
期
に
な
る
と
動
物
な
ど
具
象
的
な
模

様
が
増
加
す
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
本
論
は
文
献
史
料
、
銘
文
資
料
、
考
古
資
料
を
十
全
に
用
い

た
研
究
と
し
て
ビ
ザ
ン
ツ
期
研
究
の
分
野
横
断
的
な
可
能
性
を
広
げ
た
も

の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
本
来
歴
史
考
古
学
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
も
あ
り
、
実
際
に
こ
の
よ
う
に
広

が
り
を
持
っ
た
研
究
を
行
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
本
論
は
そ
れ
に
果

敢
に
挑
ん
だ
研
究
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ビ
ザ
ン

ツ
期
の
教
会
堂
建
築
研
究
の
多
く
は
ロ
ー
マ
自
体
や
ア
ナ
ト
リ
ア
、
ジ

ョ
ー
ジ
ア
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
発
生
の
地
で
あ
る

パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
す
る
研
究
は
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
点

で
も
、
本
研
究
は
初
期
ビ
ザ
ン
ツ
期
研
究
に
新
た
な
可
能
性
を
示
す
も
の

と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

一
方
、
本
論
に
お
い
て
も
、
個
々
の
議
論
に
は
粗
雑
な
箇
所
が
散
見
さ

れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
文
献
史
料
に
お
け
る
言
及
と
遺
跡
の
同
定

が
十
分
議
論
さ
れ
な
い
ま
ま
前
提
と
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
例
や
銘
文
資

料
の
解
釈
が
特
定
の
研
究
者
の
成
果
に
寄
り
す
ぎ
、
批
判
的
に
検
証
さ
れ

な
い
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
土
器
や
ラ
ン
プ
の
年
代
決
定
に

つ
い
て
も
、
本
論
の
定
義
以
上
に
細
か
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
が

あ
る
。「
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
」
と
い
う
用
語
は
文
字
通
り
「
聖
像
破
壊
」

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
八
～
九
世
紀
の
東
ロ
ー
マ
帝
国

内
の
聖
像
破
壊
運
動
を
指
す
一
般
的
用
法
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
何
ら
か

の
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
地
名
・
人
名
に
関
し
て
も
ラ
テ
ン
語
表
記
と

現
代
語
表
記
が
混
在
し
て
い
る
箇
所
や
若
干
の
誤
記
が
認
め
ら
れ
る
。

　

再
検
証
し
た
年
代
に
つ
い
て
も
、
四
～
五
世
紀
の
よ
う
に
世
紀
を
ま
た

ぐ
場
合
、
本
論
の
総
括
的
議
論
は
早
い
ほ
う
の
年
代
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
藤
澤
君
は
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
教
会
堂
建
設
は
早
い
時
期

か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
結
論
で
あ
る
の
で
、
む
し
ろ
自
説
に
不
利
な

可
能
性
、
つ
ま
り
遅
い
ほ
う
の
年
代
を
採
用
し
て
議
論
し
た
と
し
て
も
本

論
と
同
様
の
結
論
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
ほ
う
が
説
得
力
を
増
し
た
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
本
論
に
は
い
く
つ
か
改
善
点
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
教
会
堂
及
び
修
道
院
遺
構
を

俯
瞰
的
に
再
検
証
し
た
上
で
当
該
地
域
の
キ
リ
ス
ト
教
化
を
論
じ
た
本
論

の
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
本
論
が
当
該
地
域
の
キ
リ
ス
ト
教
化

研
究
に
よ
り
確
実
な
基
礎
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
藤

澤
君
の
研
究
者
と
し
て
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
審
査
員
一
同
は
、
藤
澤
綾
乃
君
の
本
博
士
号

請
求
論
文
を
学
位
授
与
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
判
断
す
る
。

論
文
審
査
担
当
者

主
査　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
・
文
学
研
究
科
委
員

‌

杉
本　

智
俊
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副
査　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
・
文
学
研
究
科
委
員

‌

渡
辺　

丈
彦

副
査　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
准
教
授‌

長
谷
川　

敬

副
査　
　
　

奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
教
授‌

足
立　

広
明

学
識
確
認　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
・
文
学
研
究
科
委
員

‌

杉
本　

智
俊

二
〇
二
一
年
度
修
士
論
文
要
旨

〔
日
本
史
学
専
攻
〕

日
中
戦
争
期
に
お
け
る
知
識
人
た
ち
の
活
動
と
問
題
意
識

―
昭
和
研
究
会
を
例
に
―

木
島　

詩
織

　

本
論
文
は
、
日
中
戦
争
勃
発
か
ら
太
平
洋
戦
争
突
入
ま
で
の
時
期
の
知

識
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
、
何
を
問
題
と
し
て
研
究
を
し
て
い

た
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
当
時
の
知
識
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
研
究
・
議
論
を
し
て
い
た
と
さ
れ
、
近
衛
文
麿
と
の
関
連
で
も
知

ら
れ
る
昭
和
研
究
会
を
対
象
と
し
、
こ
の
研
究
会
内
で
知
識
人
た
ち
が
何

を
考
え
て
活
動
し
て
い
た
か
を
検
討
し
た
。

　

第
一
章
で
は
、
昭
和
研
究
会
に
関
す
る
概
要
を
ま
と
め
た
。
昭
和
研
究

会
と
は
、
昭
和
10
年
に
発
足
し
た
政
策
検
討
・
立
案
を
目
的
と
す
る
研
究

会
で
あ
る
。
会
を
起
ち
上
げ
た
中
心
人
物
で
あ
る
後
藤
隆
之
助
が
近
衛
文

麿
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
衛
の
ブ
レ
ー
ン
集
団
で
あ
る
と
目
さ

れ
て
い
た
。
創
設
時
に
研
究
会
が
掲
げ
た
目
標
は
、
事
務
局
員
で
あ
っ
た

酒
井
三
郎
や
後
藤
隆
之
助
の
回
想
に
よ
る
と
「
憲
法
の
範
囲
内
で
の
改

革
」「
既
成
政
党
排
撃
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
反
対
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
官
僚

や
学
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
様
々
な
人
物
が
会
議
に
参
加
し
て
い
た
。


